
広報いいで 2019/6/131写真／�５月12日、第37回全国白川ダム湖畔マラソン大会
で仲睦まじく走る参加者家族



広報いいで 2

飯豊町では、SDGs 未来都市の選定を受けています。
SDGs をより身近に感じていただくために、各記事に関連する目標
のアイコンを付けています。

飯豊町は「日本で最も美しい村」連合に加盟しています。
これからも美しい景観と里山文化に磨きをかけていきます。

広報いいで 目次 ６
2019

ゴール後に、ゲストランナーのエリック・ワイナイナさんに声を掛けられる参加者

　５月12日、白川ダム湖
岸公園で開催された「第
37回全国白川ダム湖畔マ
ラソン大会」。ゲストラン
ナーとして、アトランタ・
シドニーオリンピックの２
大会連続でメダリストと
なったエリック・ワイナイ
ナさんをお迎えしました。
　大会当日は澄み渡る晴天
のもと、多くの参加者が思
い思いに走られました。
　小さな子どもも、お父さ
ん、お母さんと手をつなぎ、
ゴールまで一生懸命走って
いました。

オリンピック
メダリストと走る

今月の
表　紙

03 町に６年ぶりの協力隊員着任

04 第37回全国白川ダム湖畔マラソン大会

06 国民健康保険税が変わります

08 令和元年度各地区公民館を紹介します

10 飯豊町消防演習

11 あ～すまいり～ず文部科学大臣表彰受賞
まちづくり喫茶「ふらっと」

12 まちかどＮＥＷＳ
白川湖体験巡視／源流の森オープン　ほか

14 子育てファイル／あ～す図書室情報

15 いいで・ヘリテイジ／町長の見て歩き

16 健康 ikiiki プラス

17 みんなで進めよう！介護予防！／町民川柳

18 暮らしの情報／戸籍の窓／人の動き／編集後記

20 私と SDGs
～持続可能な私の取り組み～
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町
に
６
年
ぶ
り
の
協
力
隊
員
着
任

　
５
月
1
日
、
町
の
Ｐ
Ｒ
な
ど
を
通
じ
て
地

域
お
こ
し
を
担
う
「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
」

と
し
て
、
家か
ざ
い財
綾あ
や
さ
ん
が
着
任
さ
れ
ま
し
た
。

―�

は
じ
め
に
、
ご
自
身
に
つ
い
て
ご
紹
介
く

だ
さ
い

　
出
身
は
熊
本
県
玉
名
市
で
す
。
小
・
中
学

校
を
地
元
で
過
ご
し
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
に
明

け
暮
れ
る
日
々
を
過
ご
し
ま
し
た
。
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
を
も
っ
と
う
ま
く
な
り
た
い
と
思
い
、

地
元
を
離
れ
高
校
バ
レ
ー
の
名
門
で
あ
る
東

京
都
の
下
北
沢
成
徳
高
等
学
校
に
進
学
し
ま

し
た
。
上
級
生
に
は
、
日
本
代
表
と
し
て
活

躍
さ
れ
た
「
あ
の
選
手
」
も
い
ま
し
た
。
高

校
を
卒
業
し
大
学
で
は
英
語
を
学
び
、
東
京

都
内
の
公
立
中
学
校
で
英
語
の
教
師
と
し
て

働
い
て
い
ま
し
た
。

―�

勇
気
の
い
る
決
断
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、

な
ぜ
今
ま
で
の
生
活
を
変
え
て
ま
で
飯
豊

町
に
住
む
こ
と
を
選
択
し
た
の
で
す
か

　
き
っ
か
け
は
、
昨
年
友
人
が
飯
豊
町
の
移

住
促
進
事
業
に
参
加
し
て
、
飯
豊
の
魅
力
を

聞
き
行
っ
て
み
た
い
と
思
っ
た
こ
と
で
し
た
。

そ
の
後
、
休
み
を
使
っ
て
た
び
た
び
飯
豊
町

に
来
た
の
で
す
が
「
こ
こ
に
住
ん
で
み
た
い
、

こ
こ
で
仕
事
を
し
た
い
」
と
、
回
数
を
重
ね

る
度
に
強
く
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ

こ
で
「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
」
を
募
集
し
て

い
る
こ
と
を
知
り
、
新
し
い
こ
と
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
で
き
る
わ
く
わ
く
感
も
あ
り
、
応
募
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

―�

飯
豊
町
に
住
ん
で
１
カ
月
が
過
ぎ
よ
う
と

し
て
い
ま
す
が
、
生
活
は
ど
う
で
す
か

　
見
え
る
景
色
と
自
然
の
音
が
毎
日
の
癒
し

に
な
り
、
本
当
に
素
敵
な
場
所
だ
と
実
感
し

て
い
ま
す
。
見
上
げ
れ
ば
高
層
ビ
ル
で
、
慌

た
だ
し
く
騒
々
し
か
っ
た
東
京
で
の
生
活
と

は
比
べ
も
の
に
な
り
ま
せ
ん
。
今
ま
で
は
仕

事
で
夜
10
時
過
ぎ
の
帰
宅
が
毎
日
で
外
食
に

頼
る
生
活
で
し
た
が
、
今
は
ど
ん
な
に
忙
し

く
て
も
飯
豊
の
野
菜
な
ど
を
使
っ
て
自
炊
し

て
、
飯
豊
の
お
い
し
い
ご
飯
を
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
生
活
を
経
験
し
て
か

ら
は
、
何
で
も
便
利
に
す
ぐ
に
手
に
入
る
生

活
が
「
豊
か
な
生
活
」
と
は
思
え
な
く
な
り

ま
し
た
。

―�

「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
」
と
し
て
、
ど
の

よ
う
な
仕
事
を
し
て
い
く
予
定
で
す
か

　
移
住
定
住
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
と
し
て
、
移

住
希
望
者
か
ら
の
相
談
に
応
じ
て
空
き
家
を

紹
介
し
た
り
、
Ｕユ
ー
タ
ー
ン
・
Ｉア
イ
タ
ー
ン
促
進

事
業
を
担
当
し
て
い
き
ま
す
。
そ
し
て
、
町

内
の
古
民
家
を
改
装
し
て
様
々
な
方
が
集
い

交
流
で
き
る
場
を
つ
く
る
事
業
も
担
当
す
る

予
定
で
す
。
私
が
感
じ
た
飯
豊
町
の
魅
力
を
、

ど
ん
ど
ん
発
信
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

―
町
民
の
方
へ
一
言
ど
う
ぞ

　
こ
れ
か
ら
町
内
各
地
で
開
催
さ
れ
る
黒
獅

子
の
お
祭
り
も
生
で
見
て
み
た
い
で
す
し
、

イ
ベ
ン
ト
な
ど
に
も
積
極
的
に
参
加
し
ま
す

の
で
、
見
か
け
た
ら
気
軽
に
声
を
掛
け
て
く

だ
さ
い
ね
。
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
お
誘
い
も
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

町長から辞令を受け取り、笑顔の家財綾さん
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第37回 

全国白川ダム湖畔マラソン大会

写真／スタートの合図で一斉に走り出す
　　　参加者たち

　
５
月
12
日
、
新
緑
に
包
ま
れ
た
白
川
ダ
ム

湖
岸
公
園
を
会
場
に
、
第
37
回
全
国
白
川
ダ

ム
湖
畔
マ
ラ
ソ
ン
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
大
会
は
、
ケ
ニ
ア
出
身
で
ア
ト
ラ
ン

タ
・
シ
ド
ニ
ー
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
２
大
会
連

続
メ
ダ
リ
ス
ト
と
な
っ
た
エ
リ
ッ
ク
・
ワ
イ

ナ
イ
ナ
さ
ん
を
ゲ
ス
ト
ラ
ン
ナ
ー
に
迎
え
て

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
初
夏
の
爽
や
か
な
陽
気
の
も
と
、
県
内
外

か
ら
９
４
０
名
の
ラ
ン
ナ
ー
が
参
加
し
ま
し

た
。
優
し
く
迎
え
る
水
仙
ロ
ー
ド
、
淡
く
輝

く
ダ
ム
湖
畔
、
メ
イ
ン
会
場
の
八
重
桜
、
そ

し
て
飯
豊
山
の
残
雪
を
臨
む
絶
景
の
コ
ー
ス

を
、
思
い
思
い
の
ペ
ー
ス
で
楽
し
み
ま
し
た
。

ゲ
ス
ト
ラ
ン
ナ
ー
の
ワ
イ
ナ
イ
ナ
さ
ん
は
５

㎞
コ
ー
ス
に
参
加
し
、
さ
っ
そ
う
と
駆
け
抜

け
る
姿
に
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
メ
ダ
リ
ス
ト
の
風

格
を
漂
わ
せ
、
参
加
者
を
驚
か
せ
て
い
ま
し

た
。
今
大
会
か
ら
年
齢
区
分
を
新
た
に
設
け
、

コ
ー
ス
ご
と
に
上
位
入
賞
者
の
表
彰
式
が
行

わ
れ
、
プ
レ
ゼ
ン
タ
ー
の
ワ
イ
ナ
イ
ナ
さ
ん

と
記
念
撮
影
を
行
う
参
加
者
で
大
き
な
盛
り

上
が
り
を
見
せ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
町
の
特
産
品
な
ど
が
当
た
る
抽
選

も
あ
り
、
会
場
は
子
ど
も
か
ら
高
齢
の
方
ま

で
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

エリック・ワイナイナさん

声援を受けゴールを目指す参加者 仲良く手をつないでゴールする参加者
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◎２㎞
【小学男子（３年生以下）】

　　和田　明真（南陽市）　　８分05秒
【小学女子（３年生以下）】

　　伊藤　紗子（喜多方市）　９分52秒
【小学男子（４年生以上）】

　　公平　翔士（大江町）　　７分22秒
【小学女子（４年生以上）】

　　大浦　陽奈乃（高畠町）　６分53秒
【中学男子】

　　鈴木　悠斗（南陽市）　　６分13秒
【中学女子】

　　鈴木　夢優（南陽市）　　７分27秒
【高校・一般男子（39歳以下）】

　　船山　敦司（川西町）　　７分12秒
【高校・一般女子（39歳以下）】

　　田中　望（高畠町）　　　10分51秒
【一般男子（40～ 59歳）】

　　須貝　真実（米沢市）　　７分32秒
【一般女子（40～ 59歳）】

　　鈴木　裕美（南陽市）　　９分35秒
【一般男子（60歳以上）】

　　長岡　慎一（飯豊町）　　11分50秒
【一般女子（60歳以上）】

　　浜田　芳枝（燕市）　　　17分11秒

◎５㎞
【小学男子】

　　髙橋　優希（飯豊町）　　25分58秒
【小学女子】

　　朝倉　楓（飯豊町）　　　22分52秒
【中学男子】

　　渡部　広大（高畠町）　　17分44秒
【中学女子】

　　菅野　愛夏（飯豊町）　　20分20秒
【高校・一般男子（39歳以下）】

　　庄子　晃平（米沢市）　　17分43秒
【高校・一般女子（39歳以下）】

　　安達　幸子（南陽市）　　24分30秒
【一般男子（40～ 59歳）】

　　林　幸則（長井市）　　　17分45秒
【一般女子（40～ 59歳）】

　　横川　恭子（南陽市）　　29分46秒

各コース優勝者
【一般男子（60歳以上）】
　　安達　正敏（山形市）　　22分31秒
【一般女子（60歳以上）】
　　須藤　千恵子（山形市）　31分39秒

◎10㎞
【中学男子】
　　嵐　琉煌（飯豊町）　　　40分01秒
【中学女子】
　　嶋貫　まゆみ（飯豊町）　57分49秒
【高校・一般男子（39歳以下）】
　　遠藤　大貴（長井市）　　35分38秒
【高校・一般女子（39歳以下）】
　　高橋　七海（長井市）　　41分43秒
【一般男子（40～ 59歳）】
　　高橋　宏典（北塩原村）　37分48秒
【一般女子（40～ 59歳）】
　　浜田　千晴（長井市）　　51分37秒
【一般男子（60歳以上）】
　　伊藤　利春（白鷹町）　　46分04秒
【一般女子（60歳以上）】
　　佐藤　まり子（柴田町）　52分16秒

５㎞小学男子の部で優勝した髙橋優希さん（中央左）

10㎞中学男子の部で優勝した嵐琉煌さん（中央左）
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国民健康保険税が変わります
飯豊町国民健康保険加入のみなさまへ

◎税率および限度額が改正されます
　飯豊町国民健康保険の財政状況は、被保険者の減少、国保加入者に占める高齢者割合の増加お
よび医療技術の高度化により、一人当たりの医療費は年々増加しています。不足する財源につい
ては、基金を取り崩して運営を行うなど
大変厳しい状況が続いています。
　こうしたことから、平成20年度以来
国民健康保険の税率を据え置いてきまし
たが、財政の健全で安定した運営を図り
安心して医療が受けられるように、この
たび税率の見直しを行いました。
　今後も医療費の適正化や保健事業を推
進し、医療費の増加を抑制するとともに、
国民健康保険税の収納率向上を図り、安
定した事業の運営に努めます。

◆平成31年４月１日から国民健康保険税率は下記のとおり改定となりました

区　分

医療分 後期高齢者支援分 介護分

０歳から74歳まで ０歳から74歳まで 40歳から64歳まで

平成30年度 令和元年度 平成30年度 令和元年度 平成30年度 令和元年度
Ａ所得割
（前年の所得から33万円を控除
した額に係るもの）

5.3％ 5.88％ 1.5％ 2.23％ 1.5％ 1.75％

Ｂ資産割
（固定資産税額（土地家屋）に
係るもの）

27.8％ 13.9％ 8.6％ 4.3％ 9.2％ 4.6％

Ｃ均等割
（被保険者一人あたり） 21,200円 26,000円 6,200円 9,600円 8,800円 10,000円

Ｄ平等割
（一世帯あたり） 16,600円 21,100円 4,800円 7,300円 4,800円 5,100円

限度額
（Ａ～Ｄの合計に対する限度額） 58万円 61万円 19万円 19万円

（変更なし） 16万円 16万円
（変更なし）

※国民健康保険税は、世帯主が納税義務者です。
　�世帯主が国民健康保険に加入していない場合でも納税義務者になります（この場合は、世帯主
の所得などは保険税の計算には含みません）。

どんなふうに変わるの…？

(円) (人)
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◎低所得者への軽減措置を拡充します
　国民健康保険税は、被保険者の前年中の所得に応じて計算し課税されますが、前年中の世帯の
総所得金額が一定基準以下の場合には、均等割額と平等割額が軽減されます。また、これまで国
民健康保険だった方が後期高齢者医療制度に移行したことにより、一人だけが国民健康保険に
残った世帯は、最高８年間、条例で定めた割合で平等割額を軽減します。
　令和元年度課税分から、低所得者にかかる国民健康保険税負担の軽減を図るため、５割軽減お
よび２割軽減の対象となる世帯の軽減判定所得の引き上げを行いました（５割軽減：27万５千
円→28万円、２割軽減：50万円→51万円）。

軽減割合 基準となる所得金額

７割軽減 33万円以下

５割軽減 {33万円+（28万円×被保険者と特定同一世帯所属者（※）の合計数）}以下

２割軽減 {33万円+（51万円×被保険者と特定同一世帯所属者（※）の合計数）}以下

（※）国民健康保険から後期高齢者医療制度に移行した方で、移行後もそれまでと同じ世帯に属
　　　している方。

◎医療費は節約できます
＊＊＊医療費を大切にするために心がけたいこと＊＊＊
１　「はしご受診」や「重複受診」はやめる
　医療費の無駄遣いになるだけでなく、薬の重複使用などで体に悪影響を及ぼします。
２　「ジェネリック医薬品」を使用する
　自己負担額も軽減されます。医師または薬剤師によく相談し、納得したうえで選びましょう。
３　「定期健診を受け、日頃から健康管理に努める」
　病気を早期に発見できれば治療期間も短く、医療費も少なくて済みます。

◎税金などの納付は口座振替が便利です
○支払いに行く手間が省けます。
○納め忘れがありません。
○納付の管理を通帳でできるため、家計の管理にも最適です。

国民健康保険税の納税通知書は、７月中旬に世帯主あてにお送りします。
ご加入の皆さまのご理解とご協力をお願いいたします。
◆問合せ先
　○被保険者証や医療費などに関すること　　　　役場住民課住民室　☎87-0511
　○保険税（料）の賦課・徴収などに関すること　役場税務会計課税務室　☎87-0513

【取扱金融機関】
　山形おきたま農業協同組合、山形銀行、荘内銀行、きらやか銀行、山形中央信用組合、
　米沢信用金庫、東北労働金庫、ゆうちょ銀行

金融機関での手続き
に必要なもの
●納税通知書
●預金通帳
●印鑑(通帳届け出印)



広報いいで 8

令和元年度
各地区公民館を紹介します
住民主体の“地区まちづくりセンター”
　地区公民館は、これまで社会教育を中心に業務を行ってきました。
昨年度から“まちづくり”の機能をプラスして活動しています。ま
た、各地区公民館には「まちづくり委員会」が設置され、“地区ま
ちづくりセンター”としても活動しています。
　“まちづくり”は住民が主体となり、住民同士が関わり合い、住
みよい郷土を作っていくことです。ぜひ皆さんからもまちづくりの
提案をいただき、共に活動していきましょう。
各地区公民館の最新情報はホームページから
　                                          http://iide-kouminkan.jp

中部地区公民館

白椿地区公民館

地域のコミュニティづくりの拠点として、住民主体の地域活動の支援と社会
教育の推進を図り、地域づくり、健康づくりを行います

自主的な学習の推進と生涯学習活動の拠点として役割の充実をめざします

【　ス　タ　ッ　フ　】 【　連　絡　先　】
大字萩生3548
TEL 72-2126
FAX 72-3550
tyuubuko@e.jan.ne.jp

【　主　な　事　業　計　画　】

対　象 事業名
〈時期〉 目的・内容

女性

小学生

地区住民

地区住民

公民館長
髙橋利一（左から２番目）
公民館職員
渡部弘之（右から２番目）
大城由美（右端）
集落支援員
黒澤哲人（左端）

婦人学級
〈年間〉

地区文化祭
〈10月27日〉

しろあと教室
〈年間〉

心豊かで「郷土愛」を持った「いいで人」育成。
心身の健康と地区住民との交流を図り、育成
会活動でのボランティアの実施などを支援

家庭教育の充実を柱に、広く婦人の教養を高
めながら生涯学習、楽しい仲間作り、「よく
学びよく遊び」をモットーとした活動の支援

作品展示や芸能発表など各種団体の日頃の活
動を披露していただき、広く地区住民が地域
の文化・芸術への親しみを深める場とする

「心豊かに、健やかに」をモットーに仲間作
りを意識し、色々な事業に積極的に参加する

【　ス　タ　ッ　フ　】 【　連　絡　先　】
大字椿1902-4
TEL 72-2242
FAX 72-3551
tubakiko@e.jan.ne.jp

【　主　な　事　業　計　画　】

対　象 事業名
〈時期〉 目的・内容

青年

町民一般

地区住民

地区住民

公民館長
松山孝市（左から２番目）
公民館職員
川崎てい子（右から２番目）
山口照美（右端）
集落支援員
關川豊章（左端）

白椿リサイク
ル会
〈年間〉

青年活動の育
成・普及
〈年間〉

芸術文化
〈年間〉

社会体育
〈年間〉

「環境・健康を考え実践」生ごみ減量に役立
つ手軽な堆肥化の方法と良質堆肥を利用した
野菜作りを実践する

青年の自主活動を支援。青年層の積極的な社
会参加により地区内の世代を超えた交流を深
める

心豊かなすぐれた文化の地区をめざし、文化活動
の支援と地区文化祭を実施。芸術文化に親しみ教
養を高め、住民総参加で地区文化の振興を図る

スポーツの日常化により健康維持と体力づく
りを図るため、各種スポーツ教室・大会を実
施。地域の連帯意識高揚もめざす

飯豊わくわくこども園

コメリ

郵便局

エルベ セルカ
至
椿

至
長
井
市

至黒沢

GS

つばき保育園

あ～す

至添川

いいで旅館
三陽電気

至
小
白
川

至
長
井
市
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東部地区公民館

西部地区公民館

中津川地区公民館

共生・協働の実践を通じて住民一人ひとりの心の結びつきを深め、明るく住みよい
活力ある地域づくりのために「いつでも　だれでも　なんにでも　参加・利用でき
る魅力ある公民館」を目指します

生涯学習活動の拠点施設としての利活用を推進するとともに、地域の特徴を生かし
た公民館活動を図ります。また、少子高齢化に伴い人口減少が進む中、地域のさま
ざまな諸課題に対応するまちづくりセンターの運営に努めます

生活課題に応じた学習や個性・能力の発揮を支援し、地区住民の生きがいのあ
る充実した生活づくりを支援します。住民相互の交流や各種団体・関係機関の
連携を深める場となるよう施設の有効活用を図ります

【　ス　タ　ッ　フ　】 【　連　絡　先　】
大字上原469
TEL 77-2020
FAX 77-2121
apurekou@e.jan.ne.jp

【　主　な　事　業　計　画　】

対　象 事業名
〈時期〉 目的・内容

地区住民

小学生

地区住民

地区内団体

公民館長
伊藤浩一郎（左から２番目）
公民館職員
中善寺一昭（左端）
伊藤ふみ（右から２番目）
集落支援員
細渕里久子（右端）

中 津 川 っ 子
チャレンジク
ラブ〈年間〉

文化活動

社会体育
〈年間〉

地域振興・活
性化
〈年間〉

水仙手入れ、七夕、秋の散策、クリスマス会
など季節ごとの体験活動に取り組み、他地区
の子どもたちとの交流事業も実施

地区文化祭を前夜祭と共に開催し、地区内の
文化活動の発表の場や昼食での交流の機会と
するほか、映写会を不定期ながら開催

バドミントン愛好会などの活動や地区大運動
会などを通し、健康づくりを推進する

むらづくり協議会や婦人会、寿クラブ、はて
なの会などの地区内の各種団体の活動を支援
する

【　ス　タ　ッ　フ　】 【　連　絡　先　】
大字手ノ子2861-1
TEL 75-2111
FAX 75-2273
seibuko@e.jan.ne.jp

【　主　な　事　業　計　画　】

対　象 事業名
〈時期〉 目的・内容

地区住民

高齢者
女性

地区住民

地区住民

公民館長
横山昇一（右から２番目）
公民館職員
佐原　稔（左から２番目）
巻坂恵美子（左端）
集落支援員
井上浩子（右端）

ふるさと学園
・ さ わ や か ク
ラブ〈年間〉

社会体育
〈年間〉

地区文化祭
〈10月19日、
21日〉

夕灯のつどい
〈2月23日〉

主体的な社会参画と生涯学習のための活動か
ら楽しい仲間作りをめざす。子どもたちとの
交流では地域文化の伝承にも努める

親睦と健康増進のためグラウンドゴルフ大
会・スポレク大会の実施。西部スキー教室で
はスキー技術の向上をめざす

各団体・個人に発表の場を提供し、創作意欲、
活動意欲を高めることで地域住民総参加のふ
るさと作りをめざす

スカイランタンを飛ばしたり、雪壁にフォト
コンテスト表彰作品や川柳を映しだすなど、
雪を利用した冬場の楽しみ発見

【　ス　タ　ッ　フ　】 【　連　絡　先　】
大字添川2955
TEL 74-2447
FAX 87-0447
toubuko@ejan.ne.jp

【　主　な　事　業　計　画　】

対　象 事業名
〈時期〉 目的・内容

地区住民

高齢者
小学生

地区住民

地区住民

公民館長
遠藤和芳（左から２番目）
公民館職員
長沼文明（左端）
遠藤節子（右から２番目）
集落支援員
手塚康博（右端）

青少年教育
〈10月〉

社会体育
〈 6 ・ 9 ・
11・２月〉

地域交流
〈８月〉

芸術文化活動
〈6・8・10月〉

わら細工の制作発表を通した高齢者（高砂
会）と小学生の交流。学校教育の補完と高齢
者のわら文化の技術伝承を図る

地区住民・小学校での合同運動会と３種のス
ポーツ大会の実施。健康・体力づくりを目指
すとともに、交流、親睦を図る

地域の連帯強化と活性化を図るため、地域住
民が一堂に会する添川温泉「ふるさと祭り」
を実施

各種団体・個人の活動発表により創作意欲の
高揚と教養を深める

至
宇
津
沢

源流の森

駐在所

至岩倉

中津川診療所
ひまわり館

(旧)中津川小中

手
ノ
子
駅

手ノ子橋

至椿

至長井市

至高峰至小国町

並木製作所
ＪＡ倉庫

添川小
添川児童センター

至長井市至松原

至国道113号

至椿

しらさぎ荘

飯
豊
橋
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６
月
２
日
、「
あ
～
す
」
駐
車
場
と
周
辺

で
、
町
消
防
演
習
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
消
防

団
員
約
３
０
０
名
（
田
辺
隆
団
長
）
が
参
加

し
、
町
民
や
来
賓
が
見
守
る
中
、
各
種
訓
練

に
臨
み
、
消
防
団
の
組
織
力
の
高
さ
と
装
備

を
披
露
し
ま
し
た
。

　
演
習
の
目
的
は
、
団
員
の
士
気
高
揚
と
災

害
に
備
え
た
消
防
力
の
確
立
。
そ
の
た
め
の

訓
練
と
し
て
、
▽
火
災
防
御
訓
練
▽
各
個
・

中
隊
訓
練
▽
操
法
訓
練
▽
応
急
手
当
訓
練
▽

分
列
行
進
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
火
災
防
御
訓
練
で
は
、
火
災
が
発
生
し
た

場
合
を
想
定
し
ス
ム
ー
ズ
な
連
携
を
見
せ
な

が
ら
多
方
向
か
ら
の
放
水
を
行
い
ま
し
た
。

　
各
個
訓
練
で
は
今
年
度
の
新
入
団
員
と
女

性
消
防
団
員
が
、
中
隊
訓
練
で
は
班
長
以
上

の
幹
部
の
団
員
が
機
敏
な
行
動
を
見
せ
、
士

気
の
高
さ
を
披
露
し
ま
し
た
。

　
応
急
手
当
訓
練
で
は
、
気
道
異
物
に
よ
る

窒
息
、
幼
児
が
熱
性
け
い
れ
ん
を
起
こ
し
た

状
況
を
想
定
し
て
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
焦
ら

ず
冷
静
に
様
子
を
観
察
す
る
な
ど
、
日
常
に

起
こ
り
う
る
ケ
ー
ス
を
想
定
し
て
応
急
手
当

の
手
順
や
方
法
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　
初
期
消
火
訓
練
で
は
、
東
山
少
年
少
女
防

火
ク
ラ
ブ
の
小
学
生
３
人
が
、
水
消
火
器
を

使
用
し
て
果
敢
に
消
火
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　
閉
会
式
は
「
あ
～
す
」
ホ
ー
ル
内
で
行
わ

れ
、
日
頃
の
活
動
に
対
し
後
藤
町
長
が
労
い

の
言
葉
を
か
け
ま
し
た
。
ま
た
、
式
で
は
消

防
関
係
功
労
表
彰
も
行
わ
れ
、
１
１
９
名
の

団
員
と
２
団
体
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
暑
い
中
、
飯
豊
町
消
防
団
の
誇
り
と
意
気

を
示
し
た
演
習
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

飯 豊 町 消 防 演 習 ❶

❷ ❸

❹ ❺

❻

❶参加全団員による力強い分列行進、❷新入団員各個訓練、❸東山少年
少女防火クラブ、❹消防操法を披露する団員、❺町内園児によるアトラ
クション、❻一糸乱れぬ各個訓練を披露する女性消防団

（敬称略）
❖消防庁長官表彰
【功労章】田辺隆
【永年勤続功労章】山口信英
❖山形県知事表彰
【�永年勤続退団者】二瓶広和、小関

貴典、松山孝俊、田中豊、伊藤将
行、渡部雄市
【金条章】第２分団第４部
【�特別功労章】井上雄俊、五十嵐和

則、竹村吉助
【�功労章】遠藤弘志、長沼秀一、吉

田秀昭、浅野克幸、小関大
【�功績章】嵐正人、木村辰司、渡部

豊、横山昌則、横澤諭、長岡利光、
井上義一
【�精錬章】手塚剛史、伊藤賢、工島

剛、菊地博之、横山智幸、井上一
樹、髙橋貴洋

❖飯豊町長表彰
【�退団者感謝状】井上和浩、秋葉一

昭、井上昌人、舩山泰宏、塚田孝
之、五十嵐政紀、井上雅俊、舟山
政幸、伊藤儀宝、髙橋紀宣、安部
貴志、安部数幸

❖日本消防協会長表彰
【精績章】冨永俊博
【勤続章】鈴木泉
❖山形県消防協会長表彰
【�優良章】木村辰司、渡部清隆、渡

部次男、後藤康則、長岡慎太郎、
鈴木幸則、横澤剛、安部一博
【永年勤続章】
（35年）安部数幸、伊藤幸雄
（30年）横山利美、鈴木泉
（�25年）梅津啓一、渡部信義、舟

山善之、井上義一
（�20年）冨永俊博、木村正弘、宇

津木靖、舘石修、手塚剛史、勝見
賢太郎、五十嵐政紀、横山智幸

（�15年）本間和宏、石山貴之、島
居啓輔、新野孝博、須藤正樹、山
口一博、長岡恒平、嶋貫晴也、渡
部剛宏、横澤佑介、田制和幸、後
藤隆之、髙橋啓、遠藤直拡

❖山形県消防協会西置賜支部長表彰
【機関表彰】第３分団第３部第１班
【�優良消防団員】木村康之、新野聡

美、新野孝博、梅津一樹、嶋貫晴
也、佐藤吉彦、手塚真司、菊地僚、
遠藤洋輔、金田康弘、髙橋啓、遠
藤直拡、渡部浩之
【�優良消防運転手】舟山正貴、長岡

恒平、渡部達朗
❖飯豊町消防団長表彰
【�優良章】伊藤明美、黒澤悠、長岡寿恵、

渡部隆一郎、菅野暉一、長岡和宜、大谷
部春樹、菅野元章、川㟢光、井上大祐、
菊地智裕、梅津大祐、新野真太郎、瓜生
健太郎、鈴木一毅、山口稔樹、小川直之、
伊藤幸太、長谷崎嘉孝、後藤辰徳

消防関係表彰者
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あ～すまいり～ず　 文部科学大臣表彰受賞
　４月23日、東京都の国立オリンピック記念青少年
総合センターで「あ～すまいり～ず」が平成31年度
子供の読書活動優秀実践校・図書館・団体（個人）の
文部科学大臣表彰を授与されました。
　「あ～すまいり～ず」は、平成14年の設立以来、町
内の幼児施設や子育て支援センター、小学校に出向い
て定期的に読み聞かせを行っており、年齢や季節に合
わせた内容で子どもたちが本や読書に興味を持つよう
な工夫をしながら活動していることが顕著に優秀と認
められました。その他にも、町の図書室や中学校と連
携し中学生の読み聞かせ指導を行ったり、地域の題材
を扱った自作の紙芝居を読み聞かせる活動を通して子
どもたちの郷土を愛する心を育むことにも尽力してい
ます。
　５月８日、代表の手

て づ か あ い こ
塚娃子さん（萩生）、石

いしやまさちこ
山幸子

さん（萩生）、梅
う め つ く み こ

津久美子さん（中）の３人が後藤町
長と熊野教育長に受賞の報告に訪れました。町長から
は「人と人が触れ合ってしかできない本当に貴重な活
動ですね」とねぎらいの言葉をかけられました。
　途中でメンバーが減り手塚さん一人で活動していた
時期もありましたが、活動の趣旨に賛同する仲間が
徐々に増え、現在は18名で読み聞かせなどの活動を
行っています。

　今までの活動について問われると梅津さんは「最初
は自分の子どものいる学校で読み聞かせができればい
いなと思い活動を始めたが、今ではどんなに忙しくて
も楽しみにしてくれている町内の子どもたちのために
続けていきたい」と答えました。石山さんも「子ども
たちの様々な表情からたくさんの刺激と元気をもらえ
若さを保てている。そして、こんな絵本があったのか
と自分自身の楽しみと発見の場にもなっている。今後
も積極的に活動を続けていきたい」と、今後の抱負も
語りました。

あ～すまいり～ずの手塚娃子さん（中央左）、
梅津久美子さん（中央）、石山幸子さん（中央右）

まちづくり喫茶「ふらっと」

お茶でも飲みながら、町長と、町の未来について語ってみませんか？
まちづくりに対するあなたの想いをお聞かせください。

◆対象／飯豊町内の各種団体の方。
※�少人数・少グループでも構いませんので、

お気軽にお問い合わせください。
◆�時間／都合の良い時間をお聞きし、町長の

日程を調整させていただきます。
※費用はかかりません。
◆予約・問合せ先／役場企画課情報推進室
　　　　　　　　　☎87-0522



広報いいで 12

まちかどニュースは、皆さんの広場です。
地域のできごとやご意見などお気軽にお寄せください。

役場企画課情報推進室まで（直通 87-0522）

　５月11日、12日の２日間、白川ダム湖岸公園で、
白川ダムビジョン推進会議主催による「白川湖体験巡
視」が行われました。県内外から多くの方が訪れ、２
日間で総勢382名が乗船しました。両日とも晴天に恵
まれ、水没林の中を巡るという時期限定の体験に、参
加者からは「めったに見られない湖面の景
色に感動した」、「水没林が美しくて感動し
た」などの感想が聞かれました。

白川ダムビジョン推進会議「白川湖体験巡視」

湖上から船で巡視

　５月15日、ふるさと学園とさわやかクラブの開講
式が、西部地区公民館を会場に開催されました。ふる
さと学園、さわやかクラブの皆さんは、手ノ子小学校
や手ノ子幼稚園と交流し、笹巻作りやそば打ち、昔あ
そびの伝承などの活動を行っています。第２部では、
茂木栄子氏（添川）から「心が元気になる
話」と題し、養護施設職員時代に様々な子
どもと接した経験などを聞きました。

ふるさと学園・さわやかクラブ開講式

心が元気になる話

　５月12日、源流の森でオープニングイベントが開
催されました。県内外から多くの方が訪れ、「木のぼ
りツリーイング」、「きのこの植菌体験」、「クラフト体
験」、「冒険教室」などを楽しみました。「冒険教室」
ではたくさんの子どもたちが高さ約10ｍの綱渡りな
どを楽しみ、「こんな高いところに登った
ことがない」などと怖さと興奮が入り交
じった感想が聞かれました。

源流の森

源流の森オープニングイベント
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　５月28日、町民プールで、第二小学校児童による
プール清掃が行われ、４年生以上の児童が参加しまし
た。児童たちはまだ冷たい水の中に裸足で入り、プー
ルサイド、幼児用プール、本プールをブラシで丁寧に
磨きあげました。児童からは「早く夏が来ないかな」、
「きれいなプールで早く泳ぎたい」などと
感想が聞かれました。６月29日から、プー
ルが開放される予定です。

第二小児童が町民プール清掃

夏が待ち遠しい

　５月23日、飯豊町不法投棄監視員と関係機関によ
る春季不法投棄合同パトロールが行われました。パト
ロールでは町内５カ所を巡回し、大量の空き缶や家庭
ゴミのほか、調理器具などの不法投棄を発見し回収し
ました。発見された場所には、不法投棄防止の看板が
設置され、多発箇所には監視カメラの設置
も行われます。悪質なものは、これから所
有者の調査も行われます。

春季不法投棄合同パトロール

美しい景観を守るために

5/24

茶屋よっとごえ
（ケアハウスめざみの里）

かんがるー広場
（こどもみらい館）

にこにこルーム
（こどもみらい館）

5/205/29

News 町の話題

　５月10日、白椿地区リサイクル会総会が、白椿地
区公民館を会場に開催されました。白椿地区リサイク
ル会の皆さんは、町学校給食共同調理場から出される
食用油の廃油をリサイクルし、安全なＥＭ固形石鹸作
りなどの活動を行っています。作られたＥＭ固形石鹸
は共同調理場などで使用され、町民プール
の清掃にも白椿地区リサイクル会の皆さん
が作った洗剤が使用されています。

白椿地区リサイクル会総会

廃油を石鹸に
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こどもみらい館の予定表

●こどもみらい館　☎72­­­―3336 
開館日／火曜日から土曜日　休館日／月曜日、日曜日、祝日
利用時間／ 8：30～ 12：00、13：00～ 17：00

７月５日㈮ 10:45 ～　七夕まつり
　  10日㈬ 10:45 ～　おはなし広場
　  12日㈮ 10:45 ～　親子交通教室
　  19日㈮ 10:45 ～　にこにこルーム
     23日㈫ 10:00 ～　タッチケア
　  24日㈬ 10:45 ～　あそびの広場・避難訓練
　  31日㈬ 10:45 ～　かんがるー広場　

　町内に在住の方で、小学校入学前のお子
さんの写真掲載を希望される方は、メール
（iide-info@town.iide.yamagata.jp）に
名前・性別を記入して送付ください。
●問合せ先
　役場企画課情報推進室
　☎87―0522 

メ ー ル
送 信 用
QRコード

さとう　けんた くん

こまつ　あやと くん わたなべ　りんたろう くん

6 月の開館日　■は閉館日
日 月 火 水 木 金 土

1
2 3 4 5 6 7 8
9 10 11 12 13 14 15
16 17 18 19 20 21 22
23 24 25 26 27 28 29
30
開館時間９：00～ 19：00

飯豊町
町民総合センター
「あ～す」図書室
☎ 72–3111

今月のおすすめの本
一般図書

児童図書

検事の信義
柚月裕子／著　出版／ KADOKAWA
認知症の母を殺害して逮捕された息子の
裁判を担当することになった、任官５年
目の検事・佐方貞人。彼は、遺体発見か
ら逮捕まで「空白の２時間」があること
に疑問を抱き…。心ふるわすリーガル・
ミステリー全４編を収録。

まじょのナニーさん　５
青空のお友だちケーキ
藤真知子／作　はっとりななみ／絵　ポプラ社
新学年の学校で、親友とべつのクラスに
なってしまったルナ。家ではママが外国
に行くことになり、ひとりぼっちです。
そこにスーパー家政婦で魔女のナニーさ
んがあらわれて…。一歩踏み出す勇気を
くれる物語。

新　着　図　書

今 月 の 展 示 コ ー ナ ー

新　着　児　童　書

アンド・アイ・
ラブ・ハー

疑う力「常識」の
99％はウソである

小路幸也／著

堀江貴文／著

ひみつの妖精ハウス
ドキドキわくわく空の旅

なまえのないねこ

ケリー・マケイン／作

竹下文子／文
町田尚子／絵

　６月の展示コーナーは“初
夏に関する特集”です。梅雨
のことや、本格的な夏に向け
ての暮らしの情報などを紹介
します。ぜひご利用ください。

（７月の日程）

（要申込）

（要申込）

◆�「七夕まつり」では、短冊に願い事を書いて飾
ります。７月３日まで申し込んでください。
◆�「親子交通教室」では、舟山交通指導員さんか
ら、子どもさんを車に乗せるときの注意事項な
どを指導していただきます。

Child & Book子育てと図書

あ～す

図書 報情室
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飯
産
豊
遺

─宇津峠の通行人⑤─
　最後にご紹介する宇津峠の通行人はイザベラ・
バードです。バードはイギリスで神父の長女とし
て生まれ、世界各地を旅して旅行記を著した女性
紀行作家です。置賜盆地を東洋のアルカディアと
讃えたことで知られています。
　明治 11 年（1878）、47 歳のバードは日本を
訪れ、横浜から北海道まで旅をしました。案内
役の伊

い と う つ る き ち
藤鶴吉とともに東京から新潟へ、そして

十
じゅうさんとうげかいどう

三峠街道に足を踏み入れると強い雨に見舞わ
れることになります。やが
て宇津峠に至り天候が回復
し、峠を越えた彼女の視界
が開けます。大気中のほこ
りが雨で流れ落ち、置賜盆
地が鮮やかにそこに見えた
と思われます。置賜盆地を
初めて目にした彼女は、そ

の状況を著書『日
に ほ ん お く ち き こ う

本奥地紀行』に次のように記し
ています。

「数多くの敷石を上り下りしてようやく宇津峠を
越えた。これは重

ちょうじょう
畳たる山並みにかかる最後の峠

である。ありがたい陽の光に包まれた山頂から、
すばらしい米沢平野を見下ろすことができて私は
うれしかった」
　その後バードは手ノ子の内

ないこくつううんつぎたてしょ
国通運継立所で休憩

し、そこで出会った人々の心遣いに感激したと記
しています。このように古くから交通の要衝だっ
た宇津峠を多くの人が通り、その景色と住人の記
録が多彩な形で残されてきました。これらの記録
から私たちはかつて
の宇津峠を知り、飯
豊町の交通と輸送の
文化を未来に伝える
ことができるのです。

�
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Ｄ
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。
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。

　

求
め
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。

『
Ｄ
席
か
ら
』

後
　
藤
　
幸
　
平
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イザベラ・バード
バード眺望の地

Heritage & Essay 文化財と随想

問合せ先／社会教育課生涯学習振興室☎ 72―3111
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　健康 ikiiki ＋では、町健康福祉センター（町健
康福祉課・町国民健康保険診療所）から、季節ご
とに旬な話題をお届けし、町民の皆さんの健康づ
くりを応援します。

今月の
テーマ 熱　中　症

　熱中症は真夏の炎天下だけに起こるとは限りません。梅雨明け前後の突然気温が上昇した日など、身体が暑さ
に慣れていないときに起こりやすくなります。また、部屋の中や夜間の睡眠中にも発生します。
　山形県では、毎年約100名から200名が熱中症で病院に救急搬送されています。

◇熱中症対策は今の時期から

【熱中症の症状】

◆問合せ先／町健康福祉課　健康医療室　☎86-2338

Ｈ Ｅ Ａ Ｌ Ｔ Ｈ

　このような症状があったら熱中症かもしれません。
　○軽度：めまい、立ちくらみ、汗が止まらない　など
　○中度：頭痛、吐き気、倦

けんたいかん
怠感（体がだるい）、虚

きょだつかん
脱感　など

　○重度：意識がない、けいれんを起こしている、体が熱い（体温が高い）、
　　　　　呼びかけに対し返事がおかしい、まっすぐに走れない　など

【応急手当】
　熱中症の症状が疑われたら、次の応急手当を行ってください。
　○�軽度～中度
　　①涼しい場所に避難する（日陰やクーラーの効いた室内など）
　　②衣服をゆるめて、体を冷やす（首、わきの下、太もものつけ根などを冷やすと効果的と言われています）
　　③水分、塩分を補給する
　○重度：すぐに救急車を要請する、救急車が到着するまでは、涼しい場所に移動し、体を冷やす

【熱中症予防のために】
　◎こまめに水分を補給しましょう
　　室内でも、外出時でも、のどの渇きを感じていなくても、こまめに水分、塩分を補給しましょう。
　◎暑さを避けてください
　�　�扇風機やエアコンで温度を調節する、カーテンやすだれを利用する、日傘や帽子を着用する、日陰を利用する
こまめに休憩をとる　など

◆高齢者の熱中症予防（注意点）
　◎�高齢者は温度に対する感覚が弱くなり、体温調節機能も低下しているため、室内でも熱中症になることがあり
ます。のどの渇きを感じなくても、こまめに水分を補給しましょう。また、部屋の温度をこまめに調節しましょう。

◆乳幼児の熱中症予防（特に注意）
　◎�乳幼児は身長が低く、地面の照り返しの熱で大人以上に熱い環境にいます。また、幼児は汗腺の発達や体温の
調整機能が未熟なため、特に注意が必要です。体が熱くないか、ひどく汗をかいていないか、だるそうにして
いないか、よく様子を観察してください。

　　日常生活でも、外出や入浴、昼寝の前後など、こまめに水分補給をさせてください。
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みんなで進めよう！介護予防！
生きがいを持ち自立した生活を続けるために

地域版
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取
り
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ん
で
い
ま
す
！

白椿地区公民館
代表者　川崎てい子さん
参加者　14名
開始日　平成30年５月１日
会　場　白椿地区公民館
実施日　毎週火曜日　10:00 ～
　　　　

【参加者の感想】
・�押し車をやっと押しながら歩いていたが、体操を

続けたことで、上り坂でも楽に上れるようになった。
・腰痛もちだったが、歩行も痛みも楽になった。
・一週間に一回、みんなの顔を見ることができて安心する。
・椅子に座ってできる体操なので誰でも参加しやすい。

【いきいき１００歳体操を始めましょう！】
いきいき１００歳体操のことを詳しく知りたいという
集落や団体には、町職員がお伺いして体操の説明をさ
せていただきます。お気軽にお問い合わせください。
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　(仮称)基本計画策定委員会の委員
を募集します。現在の第４次総合計
画が令和２年度で終了するため、今
年度と来年度の２ヵ年で新たな計画
を策定します。詳細は、町ホーム
ページをご覧ください。一緒に飯豊
町の未来を語り合いましょう。
◆�応募資格／飯豊町民であること。平
成31年４月１日現在で18歳以上であ
ること。心身ともに健康であること。

◆応募期限／７月12日㈮
◆�応募方法／電話で申し込み後応募
用紙を送付(応募多数の場合は選考)
◆担当／企画課総合政策室 ☎87-0521

飯豊町役場
　TEL　0238―72―2111
　FAX　　　　72―3827
ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ　www.town.iide.yamagata.jp
E メール　iide-info@town.iide.yamagata.jp

「 あ ～ す 」 ☎ 72–3111 社 会 福 祉 協 議 会 ☎ 72–3353 東 部 地 区 公 民 館 ☎ 74–2447
町 健 康 福 祉 課 ☎ 86–2233 ひ め さ ゆ り 荘 ☎ 74–2011 西 部 地 区 公 民 館 ☎ 75–2111
介 護 老 存 保 険 施 設 ☎ 86–2117 ス ポ ー ツ セ ン タ ー ☎ 72–3086 中 津 川 地 区 公 民 館 ☎ 77–2020
国民健康保険診療所 ☎ 72–2300 中 部 地 区 公 民 館 ☎ 72–2126 飯 豊 駐 在 所 ☎ 72–2245
附 属 中 津 川 診 療 所 ☎ 77–2330 白 椿 地 区 公 民 館 ☎ 72–2242 中 津 川 駐 在 所 ☎ 77–2110

　危険物取扱者免状を所持し危険物
業務に従事する方は、３年に１度の
受講が必要です。詳細はお問い合わ
せください。
◆日時
　【給取】９月５日㈭13:30 ～ 16:30
　【一般】９月４日㈬13:30 ～ 16:30
　                ５日㈭  9:00～12:00
◆�会場／置賜総合支庁西置賜地域振
興局（長井市）
◆�申込期間／６月24日㈪～７月19日㈮
◆�問合せ先／山形県危険物安全協会
連合会☎023-632-5744・西置賜行
政組合消防本部予防課☎88-1797

　帰郷希望女子応援プロジェクト
は、飯豊町の暮らしをまるごと体験
していただくプロジェクト！夏と冬
の２回にわたり町の良さ、魅力につ
いて再認識する２泊３日の里帰りツ
アーを実施しています。今年度、一
緒にプロジェクトを行ってくれる
19歳から49歳までの意欲ある熱い
メンバーを募集します！詳細は、町
ホームページをご覧ください。
◆�申込・問合せ先／役場企画課総合
政策室☎87-0521

　飯豊町消防団各分団からの代表
チームが消防操法の技術を競います。
◆日時／６月30日㈰8:30 ～
◆場所／あ～す駐車場
◆種目・出場班数
○小型ポンプ操法の部　５班
○小型ポンプ積載車操法の部　３班
○ポンプ車操法の部　１班
◆問合せ先／消防署飯豊分署
　☎72-2340

　取引や証明に使用している「はか
り」が正確であるかを確かめるため
に、計量法により２年に１回の検査
が義務付けられています。前回の検
査実績をもとに町から対象者の方へ
事前調査票を送付しました。調査に
ご協力をお願いします。また、新た
に創業し「はかり」を取引や証明に
使用している場合は検査対象となる
可能性（新品はかりを購入の場合は
免除）がありますので、下記までお
問い合わせください。
◆�問合せ先／役場商工観光課産業連
携室☎87-0523

町議会議員選挙の説明会を行います
　令和元年８月５日の任期満了に伴う飯豊町議会議員選挙が行われ
る予定です。そこで、立候補予定者説明会、出納責任者説明会およ
び立候補届出書類事前審査会を下記の日程で行います。この選挙は、
飯豊町の町政を託す大事な選挙となります。投票の仕方などは後日
ご案内しますのでご覧ください。

町議会議員選挙立候補予定者説明会

◆日時
　６月18日㈫ 13:30 ～ 15:00
◆会場／役場３階委員会室
※�立候補を予定している方、または
代理の方は必ず出席してください。
※�立候補予定者１名につき２名まで
の参加とさせていただきます。

町議会議員選挙立候補予定者出納責任者
説明会および立候補届出書類事前審査会

◆日時
　�７月２日㈫ 13:30 ～ 16:30
◆会場／役場３階委員会室
※�立候補を予定している方、立候補
予定者の出納責任者をなさる方、
または代理の方は必ず出席してく
ださい。
※�立候補予定者１名につき２名まで
の参加とさせていただきます。

◆問合せ先／選挙管理委員会　☎87-0520

帰郷希望女子応援プロジェクト
実行委員募集中!!

危険物取扱者保安講習会の　　
ご案内

飯豊町消防操法大会開催

第５次飯豊町総合計画策定委員
を募集します

「はかり」定期検査の�
お知らせ
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◆日時／６月27日㈭10:00～14:00
◆場所／あ～す
◆�内容／専門の相談員が、本人やご
家族が抱える学校のことや就労の
ことなどの相談に応じます。
※基本的に予約優先で相談に応じます
◆予約・問合せ先／NPO法人With優
　☎0238-33-9137

◎狩猟免許講習会　
　これから新たに狩猟を希望する方
に、狩猟免許試験の事前講習会を開
催します。
◆日時／７月27日㈯9:00 ～ 16:30
◆�会場／えくぼプラザ
◆受講料／ 5,000円
◆申込期限／５日前まで
◎狩猟普及セミナー
　若手ハンターが狩猟の魅力や活動
を語ります。射撃見学やジビエの試
食などもあります。
◆日時／７月６日㈯10:00 ～
◆�会場／赤湯クレー射撃場
◆�各申込・問合せ先／一般社団法人
山形県猟友会☎023-624-0382

　参加者を募集しています。詳細は
お問い合わせください。
◆日時／６月23日㈰13:30 ～
◆�会場／井上ナーセリー（萩生地区内）
◆�募集／ 10名、参加費300円（エ
ルベでのティータイム代）
◆申込期限／６月20日㈭17:15まで
◆�申込・問合せ先／農家レストラン
エルベ☎86-2828

花卉農家の　　　　　　　　
宿根ハーブガーデン見学会

　６月18日㈫10:00から、防災ラジオ
が自動起動し、大地震発生を想定して「緊
急地震速報です。大地震です。大地震で
す。これは訓練放送です」という試験放
送が流れます。放送時間帯に聞き逃した
場合は、録音再生ボタンを押すと、録音
された内容が再生されます。不明な点が
ございましたら、お問い合わせください。
ご理解とご協力をお願いいたします。
◆問合せ先／役場総務課防災管財室
　☎87-0695

　空き家の利活用、売買、賃貸、解
体、存続などでお悩みの方は、ぜひ
ご相談ください。県宅地建物取引業
協会、全日本不動産協会山形県本部、
県司法書士会の会員が相談に応じま
す。また、会場では町職員が「空き
家バンク制度」と「老朽危険空き家
の解体・撤去支援」についてもご相
談をお受けします。
◆日時／６月23日㈰13:00～16:00
◆�会場／中部地区公民館情報交換室
◆�対象者／空き家・空き地の所有者
または管理者
◆参加費／無料
◆申込期限／６月19日㈬
※�当日の相談も可能ですが、事前に
申し込みした方を優先します
◆�申込・問合せ先／役場地域整備課
建設室☎87-0516
◆�その他／登記簿や固定資産税納税
通知書兼課税明細書を持参いただ
くとより具体的な相談ができます。

　令和２年４月採用予定の事務局正
規職員（１名）を募集します。
◆�要件／平成２年４月２日以降に生
まれた大学卒業の方で、社会福祉
士の資格を有している方（本年度
卒業および取得見込みの方を含む）
◆募集期間／７月16日㈫まで
◆第一次試験日／８月18日㈰
※詳細はホームページをご覧ください。
◆問合せ先／町社会福祉協議会
　☎72-3353

（５月届け出分）
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ご結婚おめでとうございます
住 所 氏　　名

（ 小 屋 丸 山 正 人 さん
長 井 市 遠 藤 千 鶴 さん

心からおくやみ申し上げます
住　所 氏　　名 年齢

萩 生 町 上 近野紀代子 さん 78
中 北 酒 町 長 岡 イ ヨ さん 83

小白川 十 文 字 五十嵐義春 さん 68
椿 椿 第 一 伊 藤 俊 子 さん 91

黒 沢 吉 長 渡 部 正 二 さん 84

【５月分】 （　）内は対前月比
世帯数 2,354 （ -6）転入 5

人　
口

男 3,482 （ -3）転出 13
女 3,581 （ -9）出生 5
計 7,063（-12）死亡 9

人の動き

※�この欄に掲載を望まない場合は届
け出の際にお申し出てください。

Information お知らせ

お誕生おめでとうございます
住 所 氏　　名 ご両親

椿 川 﨑 優
ゆ う と

隼 く ん（ 光
恵

萩 生 情 野 怜
れ な

那 ちゃん（ 輝 晃
瑞 季

萩 生 遠 藤 颯
は や せ

世 く ん（ 康 太
舞

椿 遠 藤 愛
ま な

奈 ちゃん（ 翔 太
美 樹

椿 菅 野 巧
た く ま

真 く ん（ 賢 太
靖 子

空き家に関する無料相談会

飯豊町社会福祉協議会　　　
事務局職員募集

令和元年度狩猟免許講習会・
狩猟普及セミナーのご案内

不登校やひきこもりなどの　　
無料相談会

全国的な「緊急地震速報訓練」が行われます　
～防災ラジオが自動起動します～



私たちの選択が未来を変える「エシカル消費」とは？

　広報いいででは、SDGs（エス・ディー・ジーズ：持続可能な開発目標）について皆さんに知っていただく
ため、連載形式でSDGsに関する町の取り組みなどをお知らせしています。
　今月は、私たちが身近に取り組むことができる「エシカル消費」について、紹介します。

　「エシカル」（ethical）とは、「倫理的な」という意味の形容詞
です。言い換えれば「法律で決まっているわけではないけれど、
良識的に考えた選択の消費」と言えます。
　私たちは日々、何かを消費しながら生活しています。一方で、
食べ物や服、受けるサービスなどが「いつ、どこで、誰が、どの
ように生産したか」は、ほとんど意識されていません。
　2013年４月、バングラデシュの縫製工場が入るビルが倒壊し、
1,000人以上の犠牲者がでました。劣悪な環境のその工場では、
主に先進国の消費者が手に取るファストファッションブランドや、
アパレルブランドの商品が作られていました。
　私たち消費者が買い求める商品の裏には、弱い立場にある途上
国の生産者の犠牲があると言っても過言ではありません。私たち
にとって、こうした現実は遠い世界の問題ではないのです。

　それでは、私たちの暮らしのなかで、どのようなことが実践で
きるのでしょうか。実は、私たちの日々の消費の視点を少し変え
ることで、社会に変化を起こすことができます。
　農産品を買う時は地元産品を優先する、地場産を使用している
レストランを利用する、職場での飲み物はペットボトルでなく水
筒を持参する、エコマークの付いた商品を優先的に手に取る、車
を買い替える場合は環境に配慮したエコカーを検討するなど、私
たちは無意識のうちに「エシカル」な消費を実践しているのでは
ないでしょうか。
　消費の全てをエシカルに置き換えることはできませんが、一人
ひとりが可能な範囲で消費行動を改めていくことが、社会を動か
していくことにつながります。

「エシカル消費」とは？

「エシカル消費」で変わる未来

この広報紙は再生紙を使用し、植物油インキで印刷しています。

私とS
エス ディー ジー ズ

DGs ～持続可能な私の取り組み～


